
プ
ロ
ロ
ー
グ

　
あ
あ
、
頭
に
血
が
上
る
。
そ
の
男
は
こ
う
言
い
放
っ
た
。

「
無
視
さ
れ
る
ち
っ
ち
ゃ
い
自
治
体
が
い
い
ん
で
す
よ
。
誰
も
気
に
し
な
い
自
治
体
」

「（
地
方
議
員
は
）
雑ざ

魚こ

だ
か
ら
。
俺
ら
の
ほ
う
が
勉
強
し
て
い
る
し
、
分
か
っ
て
い
る
か
ら
。
言
う
こ
と

聞
け
っ
て
い
う
の
が
本
音
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」

　
福
島
県
国く
に

見み

町ま
ち

の
官
民
連
携
事
業
を
請
け
負
っ
た
企
業
の
社
長
が
、
社
外
の
関
係
者
と
の
打
ち
合
わ
せ

で
語
っ
た
言
葉
だ
っ
た
。
ロ
ー
カ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
界か
い

隈わ
い

で
は
全
国
で
も
名
の
知
れ
た
人
物
だ
が
、
こ
れ
が
本

音
か
と
思
う
と
薄
ら
寒
い
。

　
書
類
で
散
ら
か
っ
た
自
宅
の
作
業
机
が
、
貧
乏
揺
す
り
で
カ
タ
カ
タ
と
鳴
っ
た
。

　
取
材
協
力
者
か
ら
入
手
し
た
録
音
デ
ー
タ
を
少
し
だ
け
巻
き
戻
し
、
一
言
一
句
を
キ
ー
ボ
ー
ド
に
打
ち

込
む
。
念
の
た
め
、
も
う
一
度
、
該
当
部
分
を
聞
き
直
す
。

　
う
ん
、
は
っ
き
り
言
っ
て
い
る
。
悪
び
れ
も
な
く
。
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耳
か
ら
イ
ヤ
ホ
ン
を
引
っ
こ
抜
き
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
じ
か
撮
り
し
た
。

文
字
起
こ
し
を
手
伝
っ
て
く
れ
て
い
た
後
輩
記
者
に
チ
ャ
ッ
ト
で
写
真
を
送
り
、
携
帯
電
話
を
鳴
ら
し
た
。

　
真
面
目
な
後
輩
は
ツ
ー
コ
ー
ル
で
電
話
に
出
た
。

「
な
あ
、
こ
れ
腹
立
つ
よ
な
？
」

「
え
え
、
マ
ジ
む
か
つ
き
ま
す
」

　
あ
あ
で
も
な
い
、
こ
う
で
も
な
い
と
、
私
は
ひ
と
し
き
り
悪
態
を
つ
い
て
電
話
を
切
っ
た
。
絶
妙
な
タ

イ
ミ
ン
グ
で
相あ
い

槌づ
ち

を
打
ち
な
が
ら
黙
っ
て
聞
い
て
く
れ
た
後
輩
、
良
い
や
つ
。

　
人
口
減
少
で
活
力
を
失
っ
た
小
さ
な
自
治
体
に
地
方
創
生
の
夢
を
熱
弁
し
て
近
づ
き
、
施
策
の
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
を
巧
み
に
持
ち
か
け
て
公
金
を
吸
い
上
げ
る
。
大
き
な
自
治
体
は
避
け
、
手
な
ず
け
や
す
い

小
さ
な
自
治
体
を
狙
い
打
ち
に
す
る
。
録
音
デ
ー
タ
で
は
、
地
方
の
自
治
体
を
見
下
し
、
食
い
物
に
し
て

利
益
確
保
を
狙
う
企
業
の
本
音
が
語
ら
れ
て
い
た
。

　
声
の
主
は
、
宮
城
県
多
賀
城
市
で
防
災
備
蓄
ゼ
リ
ー
の
製
造
販
売
を
手
が
け
る
「
ワ
ン
テ
ー
ブ
ル
」
の

創
業
社
長
、
島
田
昌
幸
。
二
〇
二
三
年
三
月
初
旬
、
ワ
ン
テ
ー
ブ
ル
と
国
見
町
に
対
す
る
追
及
報
道
は
ヤ

マ
場
を
迎
え
て
い
た
。

　
福
島
県
の
北
端
に
位
置
す
る
国
見
町
は
、
果
樹
栽
培
が
盛
ん
な
人
口
八
〇
〇
〇
人
ほ
ど
の
町
だ
。
二
〇

二
二
年
、
こ
の
の
ど
か
な
町
で
突
如
、
あ
る
事
業
が
始
ま
っ
た
。
匿
名
の
企
業
三
社
か
ら
受
け
た
計
四
億

三
二
〇
〇
万
円
の
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
財
源
に
、
高
規
格
救
急
車
を
一
二
台
購
入
し
て
他
の
自
治
体

に
リ
ー
ス
す
る
と
い
う
、
何
と
も
不
可
解
な
地
方
創
生
事
業
だ
っ
た
。

　
そ
の
事
業
を
、
一
社
の
み
の
応
募
で
国
見
町
か
ら
請
け
負
っ
た
の
が
ワ
ン
テ
ー
ブ
ル
だ
。

　
二
〇
一
六
年
創
業
の
ワ
ン
テ
ー
ブ
ル
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
発
の
防
災
ベ
ン
チ
ャ
ー
だ
。
宮
城

県
仙
台
市
か
ら
上
場
支
援
を
受
け
る
な
ど
、
新
進
気
鋭
と
い
え
る
企
業
だ
っ
た
。
こ
こ
数
年
は
地
方
創
生

の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
も
手
を
広
げ
て
い
た
が
、
救
急
車
メ
ー
カ
ー
で
は
な
か
っ
た
。

　
国
見
町
の
救
急
車
リ
ー
ス
事
業
で
ワ
ン
テ
ー
ブ
ル
は
、
救
急
車
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
「
ベ
ル
リ
ン
グ
」
と
提

携
し
て
い
た
。
ベ
ル
リ
ン
グ
は
Ｉ
Ｔ
大
手
Ｄ
Ｍ
Ｍ
．ｃ
ｏ
ｍ
（
東
京
）
の
傘
下
企
業
で
、
国
見
町
は
企
業
名

を
伏
せ
続
け
る
が
、
事
業
の
原
資
を
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で
町
に
匿
名
寄
付
し
た
の
は
Ｄ
Ｍ
Ｍ
グ
ル
ー

プ
だ
っ
た
。

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
地
方
創
生
の
財
源
不
足
に
悩
む
自
治
体
向
け
に
国
が
創
設
し
た
制
度
だ
。

寄
付
額
の
最
大
九
割
が
法
人
税
な
ど
か
ら
税
額
控
除
さ
れ
る
。
自
治
体
に
寄
付
を
し
た
企
業
の
グ
ル
ー
プ

会
社
が
、
そ
の
寄
付
金
を
使
っ
た
事
業
を
受
注
す
れ
ば
、
利
益
を
囲
い
込
め
る
。
何
と
も
よ
く
考
え
ら
れ

た
事
業
ス
キ
ー
ム
だ
っ
た
。「
寄
付
金
還
流
」
と
も
「
課
税
逃
れ
」
と
も
言
え
そ
う
な
話
だ
が
。
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耳
か
ら
イ
ヤ
ホ
ン
を
引
っ
こ
抜
き
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
じ
か
撮
り
し
た
。

文
字
起
こ
し
を
手
伝
っ
て
く
れ
て
い
た
後
輩
記
者
に
チ
ャ
ッ
ト
で
写
真
を
送
り
、
携
帯
電
話
を
鳴
ら
し
た
。

　
真
面
目
な
後
輩
は
ツ
ー
コ
ー
ル
で
電
話
に
出
た
。

「
な
あ
、
こ
れ
腹
立
つ
よ
な
？
」

「
え
え
、
マ
ジ
む
か
つ
き
ま
す
」

　
あ
あ
で
も
な
い
、
こ
う
で
も
な
い
と
、
私
は
ひ
と
し
き
り
悪
態
を
つ
い
て
電
話
を
切
っ
た
。
絶
妙
な
タ

イ
ミ
ン
グ
で
相あ
い

槌づ
ち

を
打
ち
な
が
ら
黙
っ
て
聞
い
て
く
れ
た
後
輩
、
良
い
や
つ
。

　
人
口
減
少
で
活
力
を
失
っ
た
小
さ
な
自
治
体
に
地
方
創
生
の
夢
を
熱
弁
し
て
近
づ
き
、
施
策
の
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
を
巧
み
に
持
ち
か
け
て
公
金
を
吸
い
上
げ
る
。
大
き
な
自
治
体
は
避
け
、
手
な
ず
け
や
す
い

小
さ
な
自
治
体
を
狙
い
打
ち
に
す
る
。
録
音
デ
ー
タ
で
は
、
地
方
の
自
治
体
を
見
下
し
、
食
い
物
に
し
て

利
益
確
保
を
狙
う
企
業
の
本
音
が
語
ら
れ
て
い
た
。

　
声
の
主
は
、
宮
城
県
多
賀
城
市
で
防
災
備
蓄
ゼ
リ
ー
の
製
造
販
売
を
手
が
け
る
「
ワ
ン
テ
ー
ブ
ル
」
の

創
業
社
長
、
島
田
昌
幸
。
二
〇
二
三
年
三
月
初
旬
、
ワ
ン
テ
ー
ブ
ル
と
国
見
町
に
対
す
る
追
及
報
道
は
ヤ

マ
場
を
迎
え
て
い
た
。

　
福
島
県
の
北
端
に
位
置
す
る
国
見
町
は
、
果
樹
栽
培
が
盛
ん
な
人
口
八
〇
〇
〇
人
ほ
ど
の
町
だ
。
二
〇

二
二
年
、
こ
の
の
ど
か
な
町
で
突
如
、
あ
る
事
業
が
始
ま
っ
た
。
匿
名
の
企
業
三
社
か
ら
受
け
た
計
四
億

三
二
〇
〇
万
円
の
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
財
源
に
、
高
規
格
救
急
車
を
一
二
台
購
入
し
て
他
の
自
治
体

に
リ
ー
ス
す
る
と
い
う
、
何
と
も
不
可
解
な
地
方
創
生
事
業
だ
っ
た
。

　
そ
の
事
業
を
、
一
社
の
み
の
応
募
で
国
見
町
か
ら
請
け
負
っ
た
の
が
ワ
ン
テ
ー
ブ
ル
だ
。

　
二
〇
一
六
年
創
業
の
ワ
ン
テ
ー
ブ
ル
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
発
の
防
災
ベ
ン
チ
ャ
ー
だ
。
宮
城

県
仙
台
市
か
ら
上
場
支
援
を
受
け
る
な
ど
、
新
進
気
鋭
と
い
え
る
企
業
だ
っ
た
。
こ
こ
数
年
は
地
方
創
生

の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
も
手
を
広
げ
て
い
た
が
、
救
急
車
メ
ー
カ
ー
で
は
な
か
っ
た
。

　
国
見
町
の
救
急
車
リ
ー
ス
事
業
で
ワ
ン
テ
ー
ブ
ル
は
、
救
急
車
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
「
ベ
ル
リ
ン
グ
」
と
提

携
し
て
い
た
。
ベ
ル
リ
ン
グ
は
Ｉ
Ｔ
大
手
Ｄ
Ｍ
Ｍ
．ｃ
ｏ
ｍ
（
東
京
）
の
傘
下
企
業
で
、
国
見
町
は
企
業
名

を
伏
せ
続
け
る
が
、
事
業
の
原
資
を
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で
町
に
匿
名
寄
付
し
た
の
は
Ｄ
Ｍ
Ｍ
グ
ル
ー

プ
だ
っ
た
。

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
地
方
創
生
の
財
源
不
足
に
悩
む
自
治
体
向
け
に
国
が
創
設
し
た
制
度
だ
。

寄
付
額
の
最
大
九
割
が
法
人
税
な
ど
か
ら
税
額
控
除
さ
れ
る
。
自
治
体
に
寄
付
を
し
た
企
業
の
グ
ル
ー
プ

会
社
が
、
そ
の
寄
付
金
を
使
っ
た
事
業
を
受
注
す
れ
ば
、
利
益
を
囲
い
込
め
る
。
何
と
も
よ
く
考
え
ら
れ

た
事
業
ス
キ
ー
ム
だ
っ
た
。「
寄
付
金
還
流
」
と
も
「
課
税
逃
れ
」
と
も
言
え
そ
う
な
話
だ
が
。
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私
は
東
北
地
方
の
全
域
に
取
材
拠
点
を
持
つ
宮
城
県
仙
台
市
の
新
聞
社
「
河
北
新
報
」
の
記
者
だ
。
当

時
、
福
島
県
内
の
あ
れ
こ
れ
を
取
材
す
る
福
島
総
局
に
赴
任
し
て
い
た
。

　
録
音
デ
ー
タ
の
内
容
を
二
〇
二
三
年
三
月
二
一
日
付
の
河
北
新
報
朝
刊
で
「『
行
政
機
能
ぶ
ん
取
る
』

自
治
体
連
携
巡
り
ワ
ン
テ
ー
ブ
ル
社
長
発
言 

録
音
デ
ー
タ
で
判
明
」
と
報
じ
る
と
、
ワ
ン
テ
ー
ブ
ル
の

島
田
は
発
言
を
認
め
て
社
長
職
を
辞
し
た
。

　
事
態
を
重
く
見
た
国
見
町
議
会
は
、
そ
の
年
の
一
〇
月
に
地
方
自
治
法
一
〇
〇
条
に
基
づ
く
調
査
特
別

委
員
会
（
百
条
委
員
会
）
を
立
ち
上
げ
た
。
百
条
委
員
会
は
、
翌
二
〇
二
四
年
の
七
月
、
救
急
車
リ
ー
ス

事
業
に
は
「
特
定
企
業
へ
の
便
宜
供
与
や
利
益
誘
導
が
あ
っ
た
」
と
す
る
報
告
書
を
ま
と
め
た
。

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
所
管
す
る
内
閣
府
も
、
国
見
町
の
事
業
に
不
正
が
あ
っ
た
と
判
断
し
、

対
象
と
な
る
寄
付
計
画
の
認
定
を
取
り
消
し
た
。

　
ワ
ン
テ
ー
ブ
ル
が
関
わ
っ
た
各
地
の
地
方
創
生
事
業
の
疑
惑
と
、
そ
の
背
後
に
潜
む
官
民
連
携
の
利
権

構
造
を
暴
く
た
め
、
私
は
二
年
間
の
取
材
を
続
け
た
。

　
浮
か
び
上
が
っ
た
の
は
、
過
疎
に
あ
え
ぐ
小
さ
な
自
治
体
に
近
寄
り
、
公
金
を
食
い
物
に
す
る
「
過
疎

ビ
ジ
ネ
ス
」
の
実
態
。
そ
し
て
、
地
域
の
重
要
施
策
を
企
業
に
丸
投
げ
し
て
お
い
て
、
ひ
と
た
び
問
題
を

指
摘
さ
れ
る
と
責
任
逃
れ
に
ひ
た
走
る
自
治
体
行
政
の
体
た
ら
く
だ
っ
た
。

　
官
民
連
携
を
一
概
に
否
定
す
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
補
助
金
や
交
付
金
の
獲
得
を
目
的
化
し
た
、
民
意

に
添
わ
な
い
施
策
が
横
行
し
て
は
い
な
い
か
。
企
業
に
も
自
治
体
に
も
、
深
刻
な
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
が
起

き
て
い
る
。
地
方
の
議
会
は
無
投
票
当
選
や
定
数
割
れ
が
頻
発
し
、
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
は
低
下
の
一

途
を
た
ど
る
。
誰
も
が
地
域
課
題
に
無
関
心
な
「
お
任
せ
民
主
主
義
」
が
続
く
よ
う
で
は
、
先
行
き
は
危

う
い
。

　
本
書
は
、
二
〇
二
二
年
一
一
月
〜
二
〇
二
四
年
一
二
月
に
河
北
新
報
朝
刊
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
を
ベ
ー

ス
に
、
報
じ
て
い
な
か
っ
た
事
実
経
過
を
盛
り
込
ん
で
一
か
ら
書
き
下
ろ
し
た
。
肩
書
き
は
全
て
当
時
の

も
の
だ
。
敬
称
は
一
部
省
略
し
た
。
問
題
が
ど
の
よ
う
に
発
覚
し
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
た
ど
っ
た
か
、

時
系
列
で
全
貌
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
そ
の
核
心
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
主
体
性
な
き
自
治
体
の
官
民
連
携
に
は
、
い
ず
れ
大
き
な
落
と
し
穴
が
待
ち
受
け
る
。
地
方
創
生
の
不

都
合
な
真
実
を
ぜ
ひ
見
届
け
て
ほ
し
い
。
全
国
の
自
治
体
に
と
っ
て
人
ご
と
で
は
な
い
は
ず
だ
。

　
時
計
の
針
を
二
〇
二
二
年
一
一
月
に
巻
き
戻
す
。
そ
の
年
七
月
の
参
院
選
、
一
〇
月
の
福
島
県
知
事
選

と
長
丁
場
で
続
い
た
選
挙
取
材
が
一
段
落
し
、
私
は
次
の
取
材
テ
ー
マ
を
ぼ
ん
や
り
と
探
し
て
い
た
。
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私
は
東
北
地
方
の
全
域
に
取
材
拠
点
を
持
つ
宮
城
県
仙
台
市
の
新
聞
社
「
河
北
新
報
」
の
記
者
だ
。
当

時
、
福
島
県
内
の
あ
れ
こ
れ
を
取
材
す
る
福
島
総
局
に
赴
任
し
て
い
た
。

　
録
音
デ
ー
タ
の
内
容
を
二
〇
二
三
年
三
月
二
一
日
付
の
河
北
新
報
朝
刊
で
「『
行
政
機
能
ぶ
ん
取
る
』

自
治
体
連
携
巡
り
ワ
ン
テ
ー
ブ
ル
社
長
発
言 

録
音
デ
ー
タ
で
判
明
」
と
報
じ
る
と
、
ワ
ン
テ
ー
ブ
ル
の

島
田
は
発
言
を
認
め
て
社
長
職
を
辞
し
た
。

　
事
態
を
重
く
見
た
国
見
町
議
会
は
、
そ
の
年
の
一
〇
月
に
地
方
自
治
法
一
〇
〇
条
に
基
づ
く
調
査
特
別

委
員
会
（
百
条
委
員
会
）
を
立
ち
上
げ
た
。
百
条
委
員
会
は
、
翌
二
〇
二
四
年
の
七
月
、
救
急
車
リ
ー
ス

事
業
に
は
「
特
定
企
業
へ
の
便
宜
供
与
や
利
益
誘
導
が
あ
っ
た
」
と
す
る
報
告
書
を
ま
と
め
た
。

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
所
管
す
る
内
閣
府
も
、
国
見
町
の
事
業
に
不
正
が
あ
っ
た
と
判
断
し
、

対
象
と
な
る
寄
付
計
画
の
認
定
を
取
り
消
し
た
。

　
ワ
ン
テ
ー
ブ
ル
が
関
わ
っ
た
各
地
の
地
方
創
生
事
業
の
疑
惑
と
、
そ
の
背
後
に
潜
む
官
民
連
携
の
利
権

構
造
を
暴
く
た
め
、
私
は
二
年
間
の
取
材
を
続
け
た
。

　
浮
か
び
上
が
っ
た
の
は
、
過
疎
に
あ
え
ぐ
小
さ
な
自
治
体
に
近
寄
り
、
公
金
を
食
い
物
に
す
る
「
過
疎

ビ
ジ
ネ
ス
」
の
実
態
。
そ
し
て
、
地
域
の
重
要
施
策
を
企
業
に
丸
投
げ
し
て
お
い
て
、
ひ
と
た
び
問
題
を

指
摘
さ
れ
る
と
責
任
逃
れ
に
ひ
た
走
る
自
治
体
行
政
の
体
た
ら
く
だ
っ
た
。

　
官
民
連
携
を
一
概
に
否
定
す
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
補
助
金
や
交
付
金
の
獲
得
を
目
的
化
し
た
、
民
意

に
添
わ
な
い
施
策
が
横
行
し
て
は
い
な
い
か
。
企
業
に
も
自
治
体
に
も
、
深
刻
な
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
が
起

き
て
い
る
。
地
方
の
議
会
は
無
投
票
当
選
や
定
数
割
れ
が
頻
発
し
、
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
は
低
下
の
一

途
を
た
ど
る
。
誰
も
が
地
域
課
題
に
無
関
心
な
「
お
任
せ
民
主
主
義
」
が
続
く
よ
う
で
は
、
先
行
き
は
危

う
い
。

　
本
書
は
、
二
〇
二
二
年
一
一
月
〜
二
〇
二
四
年
一
二
月
に
河
北
新
報
朝
刊
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
を
ベ
ー

ス
に
、
報
じ
て
い
な
か
っ
た
事
実
経
過
を
盛
り
込
ん
で
一
か
ら
書
き
下
ろ
し
た
。
肩
書
き
は
全
て
当
時
の

も
の
だ
。
敬
称
は
一
部
省
略
し
た
。
問
題
が
ど
の
よ
う
に
発
覚
し
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
た
ど
っ
た
か
、

時
系
列
で
全
貌
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
そ
の
核
心
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
主
体
性
な
き
自
治
体
の
官
民
連
携
に
は
、
い
ず
れ
大
き
な
落
と
し
穴
が
待
ち
受
け
る
。
地
方
創
生
の
不

都
合
な
真
実
を
ぜ
ひ
見
届
け
て
ほ
し
い
。
全
国
の
自
治
体
に
と
っ
て
人
ご
と
で
は
な
い
は
ず
だ
。

　
時
計
の
針
を
二
〇
二
二
年
一
一
月
に
巻
き
戻
す
。
そ
の
年
七
月
の
参
院
選
、
一
〇
月
の
福
島
県
知
事
選

と
長
丁
場
で
続
い
た
選
挙
取
材
が
一
段
落
し
、
私
は
次
の
取
材
テ
ー
マ
を
ぼ
ん
や
り
と
探
し
て
い
た
。
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